
本
会
議
の
代
表
質
問
か
ら

　
12
月
1
日
の
本
会
議
で
は
、
次
の
９
名
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
て
、
市
政
の
各
般
に
わ
た
っ

て
市
長
や
関
係
理
事
者
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
民
党
＝
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
、
共
産
党
＝
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
、

公
明
党
＝
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団
、
京
都
党
・
維
新
＝
地
域
政
党
京
都
党
・
日
本
維
新
の
会
市
会
議
員
団
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点
で
登
校
支
援
委
員
会
で
情
報
共
有
し
、

背
景
分
析
等
を
行
い
福
祉
・
医
療
機
関

と
も
連
携
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、

き
め
細
か
な
対
応
を
進
め
る
。

不登校への対策

森田　ゆみ子
議員
（南区）

交
通
不
便
地
域
で
の
循
環
バ
ス
運
行
と

市
バ
ス
の
乗
継
ぎ
無
料
化

Q
市
内
周
辺
部
に
は
、
市
バ
ス
の

本
数
が
少
な
か
っ
た
り
、
バ
ス

停
が
遠
く
市
バ
ス
で
目
的
地
に
行
け
な

い
地
域
が
あ
る
。
高
齢
者
や
学
生
、
子

育
て
世
帯
も
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、

循
環
バ
ス
運
行
と
市
バ
ス
の
乗
継
ぎ
無

料
を
推
進
し
て
こ
そ
、
周
辺
部
の
住
民

や
乗
客
が
増
え
る
と
考
え
る
。

A
新
路
線
の
検
討
に
際
し
て
は
、

地
域
総
意
で
の
必
要
性
の
共
有

や
安
定
し
た
利
用
見
込
み
が
重
要
。
事

業
者
や
住
民
と
共
に
各
々
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
で
生
活
交
通
確
保
に
努
め
る
。

市
バ
ス
の
無
料
乗
継
ぎ
は
令
和
５
年
４

月
か
ら
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
、
ま
ず
は
150
円
の
割
引

と
し
て
実
施
。
今
後
に
つ
い
て
は
持
続

可
能
な
事
業
運
営
を
目
指
し
検
討
す
る
。

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化

Q
府
内
で
、
子
ど
も
の
医
療
費
に

つ
い
て
独
自
施
策
を
行
っ
て
い

な
い
の
は
本
市
だ
け
だ
。
独
自
支
援
で

高
校
卒
業
ま
で
無
料
と
し
て
い
る
自
治

体
も
複
数
あ
る
。
若
者
世
帯
に
本
市
を

選
ん
で
も
ら
う
た
め
に
も
、
せ
め
て
中

学
卒
業
ま
で
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
の

無
料
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

A
本
市
の
子
ど
も
医
療
費
支
給
制

度
は
、
国
に
よ
る
補
助
が
な
い

な
か
、
府
と
協
調
の
も
と
、
所
得
制
限

を
設
け
ず
に
、
こ
れ
ま
で
８
回
に
わ
た

り
制
度
を
拡
充
し
て
き
た
。
令
和
４
年

８
月
の
知
事
と
市
長
の
懇
談
の
中
で
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
更
に
拡
充
す
る
方

向
で
検
討
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、

真
に
持
続
可
能
な
制
度
と
な
る
よ
う
、

府
と
連
携
し
、
更
な
る
充
実
を
図
る
。

公

明

党
平山 よしかず

議員
（西京区）

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
質
の
向
上
へ
の
支
援

Q
本
市
で
は
、
放※
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
支
援
事
業
に
よ
り
、
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
一
定
の
成
果
を

挙
げ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
引
き

続
き
、
事
業
所
支
援
に
し
っ
か
り
取
り

組
む
こ
と
に
加
え
、
子
ど
も
の
特
性
に

合
わ
せ
た
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
仕
組
み
を
強
化
す
る
な
ど
、
更
な

る
質
の
向
上
へ
支
援
を
強
め
る
べ
き
。

A
令
和
６
年
度
に
制
度
の
大
幅
な

改
正
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
国

の
動
向
を
注
視
し
、
必
要
な
取
組
を
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
専
門
相
談
機
関

で
あ
る
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

必
要
な
情
報
提
供
や
丁
寧
な
相
談
対
応

を
行
い
、
保
護
者
が
、
子
ど
も
の
障
害

や
特
性
に
適
し
た
事
業
所
を
選
択
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。曽我　修

議員
（伏見区）

ご
み
分
別
の
周
知
啓
発
に

お
け
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

Q
令
和
５
年
４
月
か
ら
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
分
別
回
収
が
始

ま
り
、
分
別
が
分
か
り
や
す
く
な
る
と

期
待
し
て
い
る
。
現
在
、
こ
ご
み
ア
プ

リ
や
冊
子
な
ど
で
、
分
別
の
案
内
を
し

て
い
る
が
、
こ
の
機
会
に
市
民
へ
の
周

知
啓
発
を
行
う
た
め
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
分
別
案
内
な
ど
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
、
利
便
性
を
高
め
る
べ
き
。

A
市
民
の
皆
様
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
の
分
別
回
収
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
、
市
民
し
ん
ぶ
ん
等
に

よ
る
広
報
の
ほ
か
、
ま
ち
美
化
事
務
所

を
中
心
に
丁
寧
に
周
知
す
る
。
加
え
て
、

こ
の
機
会
に
現
在
の
ア
プ
リ
に
替
え
、

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活

用
し
た
利
便
性
の
高
い
ア
プ
リ
を
導
入

す
る
。

市
営
住
宅
の
空
き
住
戸
の

活
用
と
運
営

Q
向
島
市
営
住
宅
で
は
、
空
き
住

戸
を
活
用
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
子
ど
も
食
堂
な
ど
地
域
の
課
題
解

決
に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
て
き
た
。

今
後
、
こ
の
取
組
を
他
の
市
営
住
宅
に

も
広
げ
、
多
様
で
幅
広
い
形
で
空
き
住

戸
の
活
用
を
進
め
て
い
く
べ
き
。
ま
た
、

市
営
住
宅
の
管
理
運
営
に
積
極
的
に
民

間
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る

こ
と
を
検
討
す
べ
き
。

A
向
島
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
試

み
を
他
の
団
地
に
も
広
げ
、
地

域
の
活
性
化
・
課
題
解
決
に
役
立
て
て

い
く
。
ま
た
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ

る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
令
和
５
年
度
に
公
募
に
よ
る

指
定
管
理
者
の
選
定
が
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。

京
都
党・維
新

宇佐美　賢一
議員

（左京区）

別
荘
に
対
す
る
本
市
独
自
の

固
定
資
産
税
の
課
税

Q
別
荘
は
固
定
資
産
税
の
住
宅
用

地
特
例
の
適
用
除
外
だ
が
、
外

観
が
住
宅
で
あ
れ
ば
自
動
的
に
特
例
を

適
用
し
て
優
遇
し
て
い
る
の
が
実
態
。

非
居
住
住
宅
利
活
用
促
進
税
は
課
税
の

際
に
実
地
で
の
家
屋
使
用
状
況
の
確
認

を
行
う
た
め
、
課
税
強
化
が
可
能
。
別

荘
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
な
か
、
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
本
市
独
自
の
課
税
実

務
を
検
討
す
べ
き
。

A
「
抜
※

本
的
な
空
き
家
対
策
」
の
一

つ
と
し
て
、
固
定
資
産
税
の
住

宅
用
地
特
例
の
厳
格
運
用
を
行
い
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
別
荘
に
つ

い
て
も
、
本
市
の
実
態
に
応
じ
、
効
果

的
・
効
率
的
に
課
税
を
行
う
と
と
も
に
、

非
居
住
住
宅
利
活
用
促
進
税
の
導
入
を

契
機
と
し
て
、
取
組
を
強
化
す
る
。

別荘への課税

大津　裕太
議員

（中京区）

学
校
現
場
に
お
け
る

不
登
校
の
予
防

Q
文
部
科
学
省
が
発
表
し
て
い
る

教
員
回
答
の
不
登
校
の
要
因
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
実
施
の
不
登
校
児
童
本
人
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
大
き
な
乖
離
が

あ
り
、
学
校
現
場
で
要
因
を
把
握
で
き

て
い
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。
本
市
で
も

同
様
の
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
現
場
で
改
善
で
き
る
こ
と
は
な
い

の
か
。A

市
立
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
か

ら
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
に
加
え
、

本
市
独
自
に
作
成
し
た
ク
ラ
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
子
ど
も
た

ち
の
声
を
直
接
把
握
で
き
る
よ
う
努
め

る
な
ど
、
不
登
校
の
未
然
防
止
の
取
組

を
先
進
的
に
進
め
て
き
て
い
る
。
今
後

と
も
、
子
ど
も
一
人
一
人
に
応
じ
た
最

適
な
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

自

民

党
山本　恵一

議員
（北区）

令
和
５
年
度
予
算
編
成
と
行
財
政

改
革
を
継
続
さ
せ
る
条
例
の
制
定

Q
令
和
５
年
度
予
算
編
成
で
は
、

必
要
な
事
業
に
は
恐
れ
ず
投
資

し
、
見
直
す
べ
き
は
改
革
を
断
行
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
市
長
の
覚
悟
は
。
行

財
政
改
革
を
継
続
さ
せ
る
条
例
は
、
必

要
な
施
策
に
柔
軟
か
つ
機
動
的
に
対
応

で
き
る
も
の
と
す
べ
き
。
市
政
運
営
に

は
市
民
理
解
が
重
要
だ
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
財
政
状
況
を
発
信
す
る
の
か
。

A
緩
む
こ
と
な
く
改
革
と
都
市
の

成
長
戦
略
を
進
め
、
持
続
可
能

な
行
財
政
を
確
立
し
て
い
く
覚
悟
で
あ

り
、
予
算
編
成
で
は
明
る
い
展
望
を
示

せ
る
よ
う
全
力
を
傾
注
す
る
。
条
例
は
、

予
測
で
き
な
い
事
態
に
も
機
動
的
に
対

応
し
、
着
実
に
改
革
を
実
行
で
き
る
も

の
と
す
る
。
改
革
の
趣
旨
は
あ
ら
ゆ
る

媒
体
で
市
民
目
線
の
発
信
を
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
京
都
観
光
の

実
現
に
向
け
た
取
組

Q
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
対
策
を
と
り
、

朝
・
夜
観
光
や
閑
散
期
対
策
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
な
ど
も
含
め
、
京

都
観
光
を
力
強
く
回
復
さ
せ
る
た
め
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、「
観
光

課
題
解
決
先
進
都
市
」
と
し
て
、
市
民

生
活
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
持
続
可
能

な
観
光
の
実
現
に
向
け
た
対
策
を
伺
う
。

A
朝
・
夜
観
光
や
閑
散
期
対
策
は
、

混
雑
緩
和
等
の
観
点
か
ら
も
重

要
で
あ
り
、
地
域
の
新
た
な
魅
力
創
出

や
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
多
言
語
で
の
魅
力
発

信
等
に
よ
り
一
層
の
誘
致
や
受
入
環
境

の
整
備
を
進
め
る
。
混
雑
情
報
の
見
え

る
化
、
京
都
観
光
モ
ラ
ル
の
実
践
促
進

等
、
市
民
生
活
と
調
和
し
安
心
し
て
観

光
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

西村　義直
議員

（西京区）

民
生
委
員・児
童
委
員
の

担
い
手
確
保

Q
今
後
、
民
生
委
員
や
児
童
委
員

の
担
い
手
不
足
の
深
刻
化
が
予

測
さ
れ
る
。
委
員
か
ら
は
、
地
域
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
や
対
人
援
助
の
負
担

感
等
も
相
ま
っ
て
大
変
と
の
声
も
聞
く
。

や
り
が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て
継
続
的

に
活
動
い
た
だ
け
る
よ
う
、
十
分
な
サ

ポ
ー
ト
や
新
た
な
担
い
手
確
保
の
検
討

が
必
要
だ
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

A
地
域
の
状
況
や
活
動
の
実
態
、

他
の
地
域
役
員
と
の
兼
務
の
実

情
等
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
検
討

会
を
早
期
に
立
ち
上
げ
、
担
い
手
確
保

策
を
検
討
す
る
。
同
時
に
、
活
動
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
好
事
例
を
蓄
積
・
共
有
化
す

る
と
と
も
に
、
困
難
世
帯
等
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
る
体
制
を
整

備
し
、
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
に
取
り
組
む
。

歯
科
施
策
の
維
持

Q
生
涯
に
わ
た
る
歯
と
口
の
健
康

に
は
学
童
期
の
口
腔
保
健
対
策

が
重
要
で
あ
り
、
学
童
う
歯
対
策
事
業

は
府
歯
科
医
師
会
と
連
携
し
、
再
点
検

す
べ
き
。
中
年
期
以
降
に
多
い
歯
周
病

対
策
や
、
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
の
オ※

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
の
推
進
も
重
要
。

歯
と
口
の
健
康
を
守
る
今
後
の
取
組
は
。

A
学
童
う
歯
対
策
事
業
は
、
子
ど

も
医
療
費
支
給
制
度
と
の
一
体

化
等
も
含
め
再
点
検
し
府
歯
科
医
師
会

と
十
分
に
連
携
す
る
。
歯
周
病
が
進
み

や
す
い
成
人
期
に
は
、
生
活
習
慣
病
対

策
と
連
動
し
た
取
組
を
進
め
、
高
齢
期

で
は
、
飲
み
込
む
力
等
の
検
査
を
含
む

歯
科
健
診
や
、
口
腔
と
運
動
・
栄
養
・

社
会
参
加
の
総
合
的
な
取
組
の
な
か
で
、

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
を
推
進
す
る
。

さくらい 泰広
議員

（左京区）

地
震
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
た

業
務
継
続
計
画

Q
20
年
ぶ
り
の
地
震
被
害
想
定
見

直
し
の
結
果
を
考
慮
し
、
地
震

発
生
時
に
取
り
組
む
本
市
業
務
の
優
先

順
位
や
職
務
代
行
順
位
等
を
定
め
る
べ

き
。
地
震
被
害
に
対
す
る
業
務
継
続
計

画
の
現
状
は
。
ま
た
、
近
い
将
来
に
起

こ
り
得
る
次
の
パ※
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え

た
計
画
を
立
て
て
お
く
べ
き
。

A
被
害
が
最
大
と
な
る
花
折
断
層

を
震
源
と
す
る
地
震
を
想
定
し

た
業
務
継
続
計
画
を
立
て
、
非
常
時
の

対
応
策
を
定
め
て
い
る
。
市
庁
舎
は
免

震
構
造
で
、
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
等
の

防
災
拠
点
の
機
能
を
強
化
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
保
健
所
へ
の
応
援
体
制

構
築
等
に
的
確
に
対
応
し
て
き
た
。
地

震
被
害
想
定
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
知
見
を

踏
ま
え
、し
っ
か
り
と
業
務
を
継
続
す
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実

Q
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
更
な
る
前
進
を
図
れ

る
よ
う
、
教
育
委
員
会
が
持
続

的
で
充
実
し
た
支
援
を
行
う
べ
き
。
令

和
４
年
８
月
に
発
覚
し
た
高
校
事
務
長

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
私
的
流
用
を
契
機
に
、

教
育
委
員
会
と
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

が
連
携
し
て
示
す
執
行
管
理
の
新
た
な

指
針
等
に
は
、
厳
格
な
取
組
を
求
め
る
。

A
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で
は
誰

も
が
負
担
感
な
く
主
体
的
に
参

加
で
き
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
創
造
に
向
け
て
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
必
要
な
支
援
を
行
う
。
会
費
に
つ

い
て
は
、
協
議
会
と
連
携
し
実
施
し
た

管
理
状
況
に
係
る
全
市
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
適
切
な
管
理
や
監
査
の
留
意
点

等
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
、
１

月
を
目
途
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
策
定
す
る
。

共

産

党
とがし　豊

議員
（左京区）

行
財
政
改
革
計
画
に
よ
る

市
民
負
担
増
の
撤
回

Q
市
長
は
、
毎
年
500
億
円
の
財
源

不
足
な
ど
と
宣
伝
し
て
き
た
が
、

令
和
３
年
度
決
算
の
実
質
的
な
収
支
は

102
億
円
の
黒
字
で
あ
り
、
公※
債
償
還
基

金
残
高
も
大
幅
に
増
え
た
。
行
財
政
改

革
計
画
の
前
提
は
崩
れ
て
お
り
、
民
間

保
育
園
の
補
助
金
削
減
や
敬
老
乗
車
証

の
値
上
げ
等
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た

53
億
円
の
市
民
負
担
は
撤
回
す
べ
き
。

A
行
財
政
改
革
の
趣
旨
は
、
将
来

世
代
に
過
度
な
負
担
を
負
わ
せ

な
い
よ
う
、
福
祉
、
教
育
等
の
施
策
の

理
念
を
守
り
な
が
ら
持
続
可
能
な
も
の

に
再
構
築
す
る
も
の
だ
。
３
年
度
決
算
、

４
年
度
予
算
で
は
収
支
改
善
、
公
債
償

還
基
金
の
枯
渇
を
回
避
し
た
が
、
社
会

福
祉
経
費
の
増
等
、
財
政
状
況
は
厳
し

い
。
丁
寧
に
説
明
し
、
改
革
を
進
め
る
。

小
学
校
の
よ
う
な
温
か
い

全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実
施

Q
小
学
校
の
よ
う
な
温
か
い
全
員

制
学
校
給
食
を
実
施
し
、
生
徒

の
健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
べ
き
。
政

令
市
の
中
で
の
遅
れ
は
明
ら
か
で
、
子

育
て
世
帯
に
本
市
に
住
ん
で
い
た
だ
く

う
え
で
も
重
要
だ
。
実
施
に
は
調
理
室

の
新
設
や
増
設
が
必
要
に
な
り
、
地
元

工
務
店
が
元
請
け
と
な
る
こ
と
で
、
地

域
経
済
が
温
ま
る
。
ぜ
ひ
実
施
す
べ
き
。

A
学
識
経
験
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
議

論
を
尽
く
し
、
自
由
選
択
制
給

食
を
実
施
し
て
い
る
。
小
学
校
の
よ
う

な
給
食
の
実
施
に
は
、
多
額
の
施
設
整

備
費
や
運
営
費
を
要
す
る
う
え
弁
当
持

参
を
望
む
生
徒
や
保
護
者
も
あ
り
、
子

ど
も
の
学
び
と
育
ち
の
た
め
優
先
課
題

も
多
い
な
か
実
施
は
困
難
で
あ
る
。
現

行
制
度
の
充
実
と
食
育
推
進
に
努
め
る
。

不
登
校
対
策
と
行
き
渋
り

児
童
生
徒
へ
の
対
応

Q
子
ど
も
た
ち
に
合
っ
た
学
校
、

等
し
く
教
育
を
保
障
す
る
学
校

を
作
る
と
い
う
理
念
を
教
育
委
員
会
、

学
校
で
共
有
す
べ
き
。
不
登
校
や
行
き

渋
り
の
子
ど
も
た
ち
も
含
め
た
実
態
調

査
を
行
い
教
育
委
員
会
が
理
由
や
課
題

を
把
握
し
、
行
き
た
い
と
思
え
る
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

A
本
市
で
は
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ

ー
パ
ト
ナ
を
開
設
し
平
日
夜
間

や
土
日
も
相
談
を
受
け
付
け
、
不
登
校

特
例
校
２
校
の
設
置
な
ど
先
進
的
な
取

組
を
進
め
て
き
た
。
学
校
で
は
、
行
き

渋
り
等
不
登
校
の
前
兆
が
見
ら
れ
た
時

行財政改革

※ 

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

歯
や
口
の
機
能
が
弱
っ
て
き
た
状
態
。

※ 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

感
染
症
や
伝
染
病
が
世
界
的
に
大
流

行
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
。

※ 

公
債
償
還
基
金

市
債
の
発
行
を
通
じ
資
金
を
借
り
た

場
合
に
、
将
来
の
借
金
返
済
に
備
え

て
、
計
画
的
に
積
み
立
て
て
い
る
基

金
の
こ
と
。

※ 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
支
援

事
業

放
課
後
や
学
校
の
な
い
日
に
小
学
校

１
年
～
高
校
３
年
の
子
ど
も
に
対
し

て
療
育
等
の
支
援
を
行
う
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
を
対
象

に
、
児
童
へ
の
支
援
技
術
等
に
つ
い

て
、
助
言
や
指
導
等
を
行
う
事
業
。

※ 

抜
本
的
な
空
き
家
対
策
（
空
き
家

の
更
な
る
活
用
促
進
に
向
け
た
抜

本
的
な
空
き
家
対
策
）

持
続
可
能
な
都
市
の
構
築
に
向
け

て
、
空
き
家
の
更
な
る
活
用
や
放
置

空
き
家
を
発
生
さ
せ
な
い
方
策
な
ど

に
つ
い
て
令
和
元
年
8
月
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
対
策
。

※�

文
章
中
で
使
用
し
て
い
る
事
業
等
の
画
像

は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

用
語
解
説

録画映像は
こちらから

歯ブラシ（電動歯ブラシ
は対象外です）

保存容器 洗濯ばさみ

スプーン・フォーク ストロー

資源ごみとして分別回収集する
プラスチック製品（例）

※QとAの合計を必ず18行に固定※


